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ISTED LEARNING) に大変に興味をもっており，そ

のなかで，ゲームシミュレーションに特に注目をしてお

ります.会員近況
品μ'" 伽，
~I 

祐作

13年間，日立製作所システム開発研究所でシステムの

計画・評価に関する研究・企画に従事したが，昨年 8 月

から上記の職場に移り，生産と販売に密着した立場で、新

製品の企画・推進にとりくんでいる.対象は，工作機，

図形処理装置，印刷機などであるが，特にコンピュータ

応用に力を入れている.

この分野は，マーケット技術ともに無限の可能性があ

るが，具体的な意思決定と担当者の動機つけとなると，

条件が複雑・不確定でリスクが大きく，関係者のコンセ

ンサスを得ることは容易でない.そこで， OR 学会の

「政策科学J r未来予測J rデシジョン・サポート J r リス

ク・マネジメント」等の分科会で勉強したことが役立ち

そうに思えるのだが，私の非力のせいか，現実とのギャ

ップを埋めることは容易ではない.最近つくづく考える

員語器室柴田

光男

金融自由化がし、ま確実に進んでおり，その推進の源と

いえる「エレクトロニック革命J への対応に追われてい

る毎日です.こうしたなかで完全な自由化が来年の 4 月

に実施される通信ネットワークにOR的手法を適用して

みようと考えています. r情報通信ネットワーク J をL 、か

に経済性，安全性，機能を高くして効率的に作ることで

ネットワークを評価する要素および構成主の制約，条件

等が多くて，従来のように適当にやることが大変にむず

かしくなっています.このことはVANをはじめとして

社会的にも大変に重要な課題になっており， ORの「ネ

ットワーク手法J を適用してみようと考えています.

また要員の教育面で、 CAL (COMPUTER ASS-
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